
「はなみずき」の花言葉には「私の想いを受けとめてください」という意味があります。

また、小林市にあふれる「花・水・木」など、いろいろな思いが込められています。

令和４年 11 月１日発行

■ ９月定例会あらまし　　　　　　   　・・Ｐ２
■ 委員会審査報告　　　　　 　　　　  ・・Ｐ３
■ 令和３年度決算審査報告　　　　　   ・・Ｐ４～
■ 一般質問　　　　　　　　　　　　   ・・Ｐ６～
■ 表決結果一覧・討論 　　　　　　　  ・・Ｐ１０～

※今回の表紙を飾るのは、小林西高校の創部２年目の「相撲部」です。

　（14 ページに「表紙のひとコマ」を掲載しています。）

■ ギカイのこれ知っちょった？　
 　　　　　　　～委員会行政視察～　   ・・Ｐ１２～
■ 分野別意見交換会・
　　　　　　   ミニこれ知っちょった？ ・・Ｐ１３
■ 議会見学・読者モニター募集　　　   ・・Ｐ１４
■ 語り継ぐ小林の歴史　　　　　　  　 ・・Ｐ１５
■ 貴嶋 憲太郎議員のイチオシ !! 　　　  ・・裏表紙

18 歳を迎え、新たに有権者となる高校生たち。小林市議会では、市内の高校生の活躍を応援するとともに、若者の政治への参加を促進しています。
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意
見　

利
用
者
の
安
全
に
配
慮
し
た
利
用
し
や

す
い
施
設
と
な
る
よ
う
指
定
管
理
者
と
の
十
分

な
協
議
を
求
め
る
。
あ
わ
せ
て
、
利
用
者
や
観

光
客
の
意
見
も
聴
取
し
な
が
ら
、
生
駒
高
原
一

帯
の
観
光
の
在
り
方
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
共

に
検
討
を
行
い
、
さ
ら
な
る
活
性
化
と
観
光
誘

客
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

事
業
概
要　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
機
能
を
拡
張
す
る
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
写
真
や
動
画
を
活

用
し
た
情
報
発
信
に
必
要
な
撮
影
機
材
を
整
備
す

る
。

      

機
能
に
つ
い
て
は
。 

　
　

防
災
メ
ー
ル
と
の
連
携
や
、
よ
く
あ
る
質
問

を
事
前
登
録
し
て
お
き
、
自
動
で
回
答
が
で
き
る

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
機
能
等
を
予
定
し
て
い
る
。

◆
夜
間
で
も
利
用
し
や
す
く

（
使
用
料
の
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

　提案された議案は数も多く内容も幅広い分野にわたるため、３つの分野に分けた常任委員会

（分科会）で、さらに詳しく審査しました。その中から一部を紹介します。　　

はなみずき№ 63３

◆
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
小
林
市
を
発
信

総
務
文
教
委
員
会
（
分
科
会
）

（
広
報
広
聴
事
業
費　

臨
時　

５
７
２
万
円
）

委員会審査の様子

経
済
産
業
委
員
会
（
分
科
会
）

市
民
厚
生
委
員
会
（
分
科
会
）

委員会審査報告

問答

◆
不
妊
検
査
費
を
補
助

（
母
子
保
健
事
業
費　

７
８
万
円
）

２2022/9 はなみずき

令和４年度一般会計補正予算９億4769万円を可決
令和３年度一般会計を含む11会計の決算を認定

令和４年度一般会計総額は286億3690万円に

９月定例会のあらまし

   

　９月定例会は、９月２日から２９日までの２８日間の会期で開かれました。

　今期定例会では、市長から提案された報告１件、令和３年度決算や本年度補正予算など３０議案の

ほか、諮問２件の審議を行い、このうち１１件の決算議案についてはすべて認定、その他２１議案に

ついては、いずれも原案のとおり可決・同意しました。

　また、一般質問では、８人の議員が登壇し、新型コロナウイルス感染症への対応や地域経済対策、

物価高騰の影響など市政全般にわたり論戦が繰り広げられました。

　（子育て世代転入・三世代同居等促進事業費　２００万円）【子育て支援課】

（総合戦略推進事業費　４１１万円）【地方創生課】

（新型コロナウイルス感染症対策設備整備事業費　２８７１万円）【建設課】

議員：この事業の目的は？

答弁：世代間交流の機会を増やすこと、
また市民が新たな技術に触れる機会をつ
くることを目的に実証実験を行う。

議員：この事業の目的は？

答弁：親世代の支援を受けながら安心し
て子育てできるよう、同居や近居のため
の環境づくりを支援する。

議員：今後の展開は？

答弁：健幸こばやし大運動会や秋まつり
で、先端技術を活用した新たなスポーツ
を体感できるイベントを開催する。

議員：公園のほかに自動水
栓化が必要なところは？

答弁：小・中学校は、ある程度終了したと考えているが、体育館
がまだ数カ所設置できていない。

（議案に対する質疑から抜粋）

議員：補助金の内容は？

答弁：同居のための引っ越し費用等は
20 万円、近居や住環境の改善の場合は
10 万円を上限とする。

   ◆親元近くで安心して子育てしやすい環境づくりを支援

　◆先端テクノロジーを取り入れたスポーツイベントを開催

　◆手洗い器の自動水栓化で公園の衛生環境を改善

主なものとして、不特定多数が利用する市内の公園のトイレについて、コロナ感染防止対策の

ため、非接触型の手洗い器に切り替える。
事業概要

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ Ａ

Ｑ

Ｑ Ａ

事
業
概
要　

不
妊
症
を
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な

治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
、
不
妊
検
査
を
希
望
す
る

夫
婦
に
対
し
、
検
査
費
の
自
己
負
担
額
を
補
助
す

る
。      

◆
赤
ち
ゃ
ん
に
木
の
ぬ
く
も
り
を

（
少
子
化
対
策
事
業
費　

９
２
万
円
）

事
業
概
要　

新
生
児
を
養
育
す
る
子
育
て
世
帯
に

対
し
、
本
年
度
か
ら
出
産
祝
品
と
し
て
育
児
用
品

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
贈
呈
し
て
い
る
が
、
今
回
新

た
に
木
工
玩
具
を
贈
呈
す
る
。

委員会審査の様子

　
　

助
成
の
内
容
は
。

　
　

３
万
円
を
上
限
と
し
、
夫
婦
１
組
１
回
限
り

と
す
る
。

　
　

木
工
玩
具
の
購
入
に
つ
い
て
は
。

　
　

市
内
業
者
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

問答 問答

◆
生
駒
高
原
の
新
た
な
魅
力
に

（
観
光
施
設
維
持
管
理
費　

臨
時　

３
０
７
万
円
）

　
　

改
修
後
の
広
場
の
使
用
方
法
は
。

　
　

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
場
を
は
じ
め
と
し

た
様
々
な
利
活
用
を
計
画
し
て
い
る
。

問答 事
業
概
要　

経
年
劣
化
に
よ
り
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
生
駒
高
原
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
４
面
中
２
面
を
撤
去

し
、
多
目
的
に
使
用
で
き
る
広
場
に
改
修
す
る
。

事
業
概
要　

緑
ケ
丘
公
園
市
営
野
球
場
の
照
明

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
改
修
す
る
こ
と
に
伴
い
、
使
用
料

の
改
定
を
行
う
。
こ
れ
ま
で
年
間
の
電
気
代
が

１
３
０
万
円
程
度
か
か
っ
て
い
た
も
の
が
10
万
円

程
度
に
な
る
た
め
、
使
用
料
も
１
時
間
当
た
り
最

大
８
５
８
０
円
で
あ
っ
た
も
の
を
５
５
０
円
に
大

幅
に
減
額
す
る
。

◆
畜
産
農
家
へ
の
支
援

事
業
概
要　

飼
料
や
燃
油
等
の
物
価
高
騰
に
よ

る
畜
産
農
家
の
農
家
経
営
の
影
響
を
軽
減
す
る

た
め
、
市
内
の
畜
産
農
家
等
８
８
３
戸
に
対
し
、

基
本
給
付
金
と
し
て
５
万
円
、
加
算
給
付
金
と

し
て
１
経
営
体
50
万
円
を
上
限
に
、
年
間
配
合

飼
料
給
与
量
に
１
ト
ン
当
た
り
千
円
を
乗
じ
た

額
を
上
乗
せ
し
て
支
給
す
る
。

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
畜
産
支
援
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
６
１
４
万
円
）

市長 ( 中央 ) が提出する議案について、
提案理由を聞く議員 ( 手前 )

議会開会日

議案質疑の様子は

ここからチェック！



４2022/9 はなみずきはなみずき№ 635

小林市議会は市内の飲食店を応援しています。

（市役所が毎週金曜日に実施する市内飲食店応援デリバリー

の日に、たくさんのお弁当を注文しました。）

委員会の日のひとコマ

疑問点を質
ただ

し議案を審査する委員。

市執行部も熱心に説明を行います。

委員会審査の様子

決
算
審
査
報
告

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
な
ど
の
決
算
議
案
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
で
質
疑

を
行
っ
た
の
ち
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
詳
細
か
つ
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
を
含
む
す
べ
て
の
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

令和 3 年度

　 市内 425 の取扱い加盟店で利用できるプレミアム率

30％の商品券を３万セット発行した。

　 事前応募制による抽選予約販売とし、換金率は 99.6％で

あった。

　　

プレミアム付商品券 ３万セット発行
プレミアム付商品券発行事業費補助　（１億 566 万円）

意見
　市内事業者や利用者の意見も聴取し、関係部署と十分に連

携・協力を図りながら、着実な経済回復と低所得者支援につ

ながる事業を各課横断的に展開すべき。

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、住民税非課税世帯（6,808

世帯）及び家計急変世帯（10 世帯）に対して１世帯当たり 10 万円を支給した。

住民税非課税世帯等へ給付金を支給
住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業費　（６億 8,905 万円）

　今後も新型コロナによる影響は不透明なことから、真に必要としている方

に必要な情報が届くよう、同様の事業を行う際には周知する時期、期間及び

方法について検討を。

　寄附受入額は 13 億 8,000 万円で、

前年度に比べ約７億円の倍増となった。

   現状分析と課題を整理し、従来の返礼

品の約７割を見直した。

   ポータルサイトの表示や記載内容の改

善のほか、キャンペーンを実施した。

過去最高額のふるさと納税

◆豆辞典
水道事業会計

有収率とは、水道水がどの程度届けられているかを示す割合のこと。この値が高いほど無駄なく
水道水を供給できていることになる。

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

　令和３年度の有収率は 79.9％で前年度に比べ 1.8 ポイントの増となった。決算状況は、5,263 万

7,003 円の純損失となり、当年度末における未処理欠損金は２億 2,714 万 5,704 円となった。事業

に必要となる費用を給水収益で賄えていない状況である。水道管の老朽化も進み、現行の料金を維持し

たままでは財政運営が成り立たなくなる。

Q．令和３年度に新型コロナウイルス感染症の影響で料金改定が実施されなかったが？

A．現在の料金のままでは事業経営が成り立たない。今回の決算をもとに作成する料金改定案について

水道事業経営審議会で検討を行い、令和４年度中には方向性を示したい。

経営の健全化に向けて

病院事業会計
　令和３年度決算は、前年度に続き２年連続の黒字決算となった。

　令和３年 12 月末日をもって産婦人科の休診を決定したが、宮崎大学及び県立宮崎病院の派遣体制が

整ったことにより、週１回の妊婦健診を継続できることとなった。また、今年度も医師確保対策として、

同大学及び同病院との連携を深めている。

Ｑ．黒字の主な要因は？

Ａ．入院患者数の減に伴い入院収益が減少したものの、入院収益が前年度同様 15 億円を超えたこと、ま

た新型コロナウイルス感染症対応にかかる補助金の受入れによるものである。

意見
　市立病院や医療介護連携室のみならず、各課横断的なプロジェクトチームをつくるなど、医師の受入

れ体制を整備するとともに、医師の働き方改革による労働環境の整備も図るべき。

２年連続の黒字決算

　一般会計、特別会計及び企業会計の全１１会計中、水道事業会計を

除く１０会計においては、黒字または収支均衡となった。

◆豆辞典

意見 一般会計歳入歳出決算
　前年度に続き、新型コロナウイルス感染症対策に取り組んだことなど

により、過去２番目に大きい決算規模となった。

 　市債残高（借金）は減少し、財政調整基金や減債基金などの基金残

高（貯金）は増額した。現在のところ、一定程度の財政の健全性は保た

れているが、依然として財政状況の厳しさは継続している。

市の見解

歳入総額 324 億 9,138 万 9,270 円

歳出総額 314 億    552 万 6,022 円

歳入歳出差引額   10 億 8,586 万 3,248 円

翌年度へ繰り 
越すべき財源

    1 億 6,243 万 3,922 円

実質収支     9 億 2,342 万 9,326 円

過去２番目に大きい決算規模



     

指
定
管
理
者
が
施
設
の
管
理

を
行
っ
て
い
る
が
、
市
民
の
方
か

ら
、
土
日
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

が
自
由
に
で
き
な
く
な
っ
た
と
い

う
声
を
聞
い
た
が
。

   　

指
定
管
理
者
と
し
て
は
、
生

駒
高
原
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
と

し
て
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
事
業
も

展
開
し
て
い
く
が
、
こ
れ
ま
で
同

様
に
利
用
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

４
月
か
ら
利
用
料
金
が
値
上

げ
さ
れ
て
い
る
が
、
指
定
管
理
者

と
の
間
で
、
い
つ
頃
ど
の
よ
う
な

協
議
が
な
さ
れ
た
の
か
。

　
　

今
年
の
３
月
頃
に
指
定
管
理

者
か
ら
利
用
料
金
を
改
定
す
る
と

聞
い
た
。

　
　

利
用
料
金
の
改
定
は
、
事
前

の
通
知
が
必
要
で
は
。

　
　

利
用
者
に
対
す
る
丁
寧
な
説

明
が
不
足
し
て
お
り
、
指
定
管
理

者
に
指
導
し
た
。
担
当
課
と
し
て

も
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
心
が
け
る
。

　
　

今
回
の
問
題
は
、
市
、
指
定

管
理
者
及
び
利
用
者
の
意
思
疎
通

が
う
ま
く
図
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
。
今
後
は
十
分

な
意
思
疎
通
を
図
る
べ
き
。 お

し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
に
効
果
的
、
効
率
的
に
対
応
す
る
た
め
、
民
間

事
業
者
等
が
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、
公
の

施
設
の
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
制
度
。

　
　

９
月
に
入
り
、
本
市
の
感
染

者
数
は
５
５
０
０
人
を
超
え
た
。

感
染
状
況
及
び
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発

生
状
況
は
。

　
　

第
７
波
と
な
っ
た
７
～
８
月

は
、
10
代
以
下
の
感
染
が
多
く
、

ま
た
そ
の
親
世
代
と
思
わ
れ
る

30
～
40
代
の
感
染
割
合
も
高
か
っ

た
。
ク
ラ
ス
タ
ー
は
、
学
校
や
教

育
・
保
育
施
設
、
高
齢
者
施
設
が

多
く
、
８
月
ま
で
で
47
件
発
生
し

て
い
る
。

　
　

検
査
の
実
施
状
況
は
。

　
　

県
全
体
の
数
値
で
あ
る
が
、

８
月
21
日
時
点
で
、
無
料
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
は
約
22
万
件
、
抗
原
検
査

は
約
７
万
件
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
　

感
染
症
対
策
の
基
本
的
考
え

方
は
。

　
　

感
染
拡
大
に
伴
う
医
療
機
関

の
負
担
や
、
自
宅
待
機
者
が
増
え

る
こ
と
に
よ
る
社
会
経
済
活
動
の

停
滞
が
懸
念
さ
れ
る
。
国
、
県
の

方
向
性
を
注
視
し
つ
つ
、
感
染
拡

大
防
止
と
経
済
活
動
の
維
持
を
目

指
す
。

　
　

　
　

新
規
就
農
者
数
は
。
ま
た
離

農
者
の
件
数
は
。

　
　

令
和
３
年
度
の
新
規
就
農
者

は
22
人
で
あ
り
、
離
農
者
は
把
握

し
て
い
な
い
。
な
お
、
畜
産
農
家

は
、
令
和
２
年
度
の
９
２
８
戸
か

ら
令
和
３
年
度
は
８
８
３
戸
に
減

少
し
た
。
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市
民
の
声
を

　
　
　

お
届
け
中

      

地
域
猫
に
対
す
る
取
組
は
。

      

猫
の
飼
い
方
等
の
広
報
啓
発

を
中
心
に
実
施
し
、
問
い
合
わ
せ

が
あ
っ
た
場
合
に
は
県
の
事
業
を

説
明
し
て
い
る
が
、
今
後
は
、
地

域
猫
活
動
も
啓
発
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
公
益
財
団
法
人
ど
う

ぶ
つ
基
金
が
不
妊
手
術
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
現
在
、
こ
の

事
業
の
導
入
を
前
向
き
に
検
討
し

て
い
る
。

　
　

こ
れ
ま
で
２
度
質
問
を
し
て

い
る
が
、
ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て

検
討
は
。

　
　

常
設
の
ト
イ
レ
整
備
は
相
当

な
費
用
が
か
か
る
た
め
、
現
在
の

と
こ
ろ
は
、
短
期
的
な
イ
ベ
ン
ト

で
は
仮
設
ト
イ
レ
で
の
対
応
を
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
周
辺
施
設
を

活
用
し
て
開
催
す
る
な
ど
、
（
主

催
者
は
）
イ
ベ
ン
ト
の
在
り
方
を

工
夫
し
て
ほ
し
い
。

　
　

　
　

須
木
奈
佐
木
地
区
の
消
防
団

詰
所
移
転
に
つ
い
て
は
。

　
　

今
年
度
は
、
土
地
の
購
入
を

検
討
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
に

完
成
予
定
で
あ
る
。

　
　

今
後
の
操
法
大
会
の
在
り
方

は
。

　
　

来
年
度
の
開
催
時
期
ま
で
に

幹
部
部
長
会
で
十
分
協
議
を
行

い
、
訓
練
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

動物にも優しいまちへ
問答

問

答 問
　

  

… 

質
問

　

  

… 

答
弁

　

  

… 

意
見

意

　

議
員
が
日
ご
ろ
の
議
員
活
動
を
通
し
て
疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ
と
や
改
め
た
い
こ
と
、

実
現
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
質
問
・
提
案
し
、
市
長
・
部
長
等
が
答
弁
し
ま
す
。

　

9
月
定
例
会
で
は
8
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

一般質問者のＱＲコードを読み取ることで、録画配信を YouTube

（ユーチューブ）でご覧いただくことができます。

議会中継

議会中継　ライブ配信・録画配信ページは　
　　　　　　　　　　　　　　コチラから⇒

インターネットからご覧になるときは・・

小林市議会　動画配信 検索

◎ライブ配信は定例会「本会議」の開会中

に配信しています。

答牧ま
き
ば場

の
ト
イ
レ
整
備
は

地域猫活動により不妊手術した猫

消
防
行
政

問答

コロナ感染症の対策は

利用者に丁寧な説明を

農
畜
産
業
の
担
い
手

就農したいと思える農業に

生
駒
高
原
多
目
的
広
場
の
現
状

連携ある施設管理を

問答

問

凛
りんゆうかい

悠会
吉
よしふじ

藤 洋
よ う こ

子 議員

答 問 答

答

問

問答答 問

日
にほんきょうさんとう

本共産党
時
ときとう

任 隆
りゅういち

一  議員

意

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら

問

答

新
しんせいかい

生会
前
ま え だ

田 隆
たかひろ

博 議員

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

地
域
猫
と
は
、
特
定
の
飼
い
主
が
い
な
い
も
の
の
、

地
域
住
民
の
認
知
と
合
意
の
上
で
共
同
管
理
さ
れ

て
い
る
猫
の
こ
と
。

◆
豆
辞
典

答

問

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら

目
印
と
し
て
、
耳
を
桜
の
花
び
ら

の
形
に
カ
ッ
ト
す
る
た
め
「
さ
く

ら
ね
こ
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

◆
豆
辞
典

一   般   質     問

一   般   質     問

一   般   質     問

一   般   質     問



お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
と
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド
付
専
用
カ
ー
ド
に
現
金
を

入
金
（
チ
ャ
ー
ジ
）
し
、
地
域
内
の
参
加
店
で
の
支

払
い
に
使
用
す
る
地
域
限
定
の
通
貨
の
こ
と
。

　　
　

少
子
化
対
策
の
達
成
度
と
今

後
の
取
組
は
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
出
会
い
の

場
が
な
い
こ
と
、
婚
姻
数
が
減
少

し
た
こ
と
、
ま
た
情
勢
不
安
に
よ

り
妊
娠
を
控
え
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
出
生
数
が
減
少
し
た
の
で
は
と

考
え
て
い
る
。
少
子
化
対
策
は
重

要
な
施
策
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
子
育
て
世
代
の
支
援
に

注
力
し
て
い
る
。

　
　

２
０
２
２
年
以
降
も
地
方
創

生
の
た
め
の
国
の
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
。

　
　

残
念
な
が
ら
人
口
減
少
対
策

に
つ
な
が
る
予
算
に
な
っ
て
い
な

い
。
こ
の
地
域
を
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
い
か
に
魅
力
あ
る
ま
ち
に

す
る
か
が
重
要
と
考
え
る
。

　
　

肉
用
子
牛
価
格
の
下
落
の
影

響
と
対
策
は
。

　
　

高
齢
農
家
を
中
心
と
し
た
離

農
や
畜
産
を
志
す
担
い
手
の
減

少
、
ま
た
将
来
的
な
肥
育
農
家
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
対
策
と

し
て
は
、
優
良
肉
用
雌
牛
購
入
資

金
貸
付
の
ほ
か
、
繁
殖
用
雌
子
牛

導
入
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

畜
産
農
家
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
へ
の
対
応
は
。

　
　

宮
崎
県
畜
産
協
会
に
お
い
て

税
理
士
に
よ
る
市
場
開
設
者
へ
の

研
修
を
２
回
実
施
し
た
と
の
こ

と
。
生
産
者
に
は
情
報
を
つ
な
い

で
い
き
た
い
。

　
　

消
費
者
物
価
指
数
は
、
若
者

世
帯
は
下
が
り
、
高
齢
者
世
帯
は

上
が
っ
て
い
る
。
幼
児
教
育
無
償

化
や
携
帯
電
話
料
金
を
引
き
下
げ

た
一
方
で
、
食
料
品
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
上
昇
が
高
齢
者
世
帯

に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
年
金

支
給
額
も
下
が
っ
た
。
本
市
は
、

国
民
年
金
の
方
が
多
い
が
状
況
を

ど
う
み
る
か
。

　
　

国
民
年
金
で
の
生
活
、
物
価

高
を
考
え
る
と
、
厳
し
い
状
況
に

あ
る
と
思
う
。
市
で
で
き
る
こ
と

は
、
精
一
杯
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
　

身
近
な
商
店
が
な
く
な
り
、

買
い
物
難
民
も
生
ま
れ
て
い
る

が
、
対
策
は
。

　
　

商
店
や
農
協
が
移
動
販
売
を

し
た
り
、
買
い
物
代
行
を
し
て
い

る
地
域
も
あ
る
。
今
後
拡
充
等
を

検
討
し
た
い
。

　
　

ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
依
存
が
不
登

校
の
温
床
と
の
記
事
が
あ
っ
た
。

夏
休
み
明
け
の
不
登
校
と
ネ
ッ
ト

依
存
の
状
況
は
。

　
　

夏
休
み
前
は
44
人
で
あ
っ
た

が
、
夏
休
み
明
け
に
12
人
減
っ
た
。

ゲ
ー
ム
依
存
症
は
2
人
い
る
。

　
　

学
校
は
、
子
ど
も
達
の
生
活

を
守
り
、
人
格
を
形
成
す
る
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
子
ど

も
の
権
利
条
約
を
基
本
に
据
え
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
が
。

　
　

子
ど
も
の
考
え
を
聞
く
こ
と

が
一
番
大
切
だ
と
思
う
。
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コロナと物
ぶ っ か だ か

価高で悲鳴

　
　

経
済
活
動
の
デ
ー
タ
化
に
よ

り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
可
能
と

な
る
。
ポ
イ
ン
ト
付
加
や
軽
自
動

車
税
な
ど
の
支
払
い
に
も
利
用
で

き
れ
ば
、
行
政
の
効
率
化
や
住
民

の
利
便
性
向
上
に
も
つ
な
が
る
と

思
う
が
。

　
　

地
域
内
の
経
済
循
環
を
促
す

効
果
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
な
ど
に
も
つ
な
が
る
も
の
も

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、

シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
の
経
費
や
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
、
普
及
拡
大

な
ど
の
課
題
が
あ
り
精
査
が
必
要

で
あ
る
。

　
　

市
長
の
見
解
は
。

　
　

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
見
極
め
、

地
域
経
済
回
復
の
一
つ
の
策
と
し

て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　

旧
小
林
市
と
対
等
合
併
し

て
今
年
で
16
年
に
な
る
が
、
人
口

は
約
35
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
経
済
活
性
化
策
は
。

　
　

栗
、
ユ
ズ
、
米
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
推
進
し
、
加
工
品
開
発
に
携

わ
る
人
や
生
産
農
家
の
所
得
向
上

に
努
め
て
い
る
。

　
　

国
の
施
策
で
あ
る
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
活
用
は
。

　
　

有
機
農
業
に
お
け
る
コ
ス
ト

や
販
売
方
法
な
ど
の
問
題
を
検
証

し
な
が
ら
、
補
助
事
業
の
導
入
に

つ
い
て
研
究
し
た
い
。

経済循環を促
うなが

す取組を

高齢者世帯ほど影響が深刻

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
導
入
は

問答

問

凛
りんゆうかい

悠会
有
あ り き

木 将
しょうご

吾 議員

答 問 答

答

問

問答

コ
ロ
ナ
禍
で
児
童
生
徒
は

答問

須
木
の
振
興
策

なぜ進まない地方創生

　
　

来
年
度
の
採
用
予
定
者
数

は
。
ま
た
、
社
会
人
枠
や
就
職
氷

河
期
世
代
の
採
用
計
画
は
。

　
　

12
人
の
新
規
採
用
を
予
定
し

て
い
る
。
年
齢
条
件
を
35
歳
ま
で

と
し
て
お
り
、
例
年
、
社
会
人

や
市
外
県
外
か
ら
の
受
験
者
も
多

い
。
枠
を
設
け
ず
広
く
募
集
を
行

い
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
た
い
。

ま
た
、
就
職
氷
河
期
世
代
に
つ
い

て
は
、
職
員
の
年
齢
構
成
上
最
も

多
い
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
計
画
は

な
い
。

　
　

障
が
い
者
雇
用
の
現
状
は
。

　
　

市
で
は
現
在
15
人
を
雇
用
し

て
い
る
。
法
定
雇
用
率

2

・

6
％

に
対
し
、
令
和
４
年
度
は
２
・

55
％
の
雇
用
率
で
あ
る
が
、
人
数

と
し
て
は
充
足
し
て
い
る
。な
お
、

障
が
い
の
種
類
や
等
級
に
よ
る
採

用
制
限
は
設
け
て
い
な
い
。

　
　

ふ
れ
あ
い
収
集
の
現
状
と
課

題
は
。

　
　

利
用
世
帯
数
は
約
２
８
０
世

帯
で
あ
る
。
支
援
を
必
要
と
す
る

世
帯
の
把
握
が
重
要
で
あ
る
た

め
、
民
生
委
員
、
区
長
、
ふ
れ
あ

い
収
集
サ
ポ
ー
ト
事
業
所
な
ど
と

の
情
報
連
携
に
努
め
る
。

　
　

令
和
５
年
度
か
ら
の
ご
み
収

集
の
方
針
は
。

　
　

現
在
の
包
括
的
な
業
務
委
託

か
ら
収
集
運
搬
の
地
区
を
分
割
し

た
形
態
に
見
直
す
。
11
月
末
ま
で

に
は
受
託
予
定
候
補
者
を
決
定
し

た
い
。

令和５年度の職員採用

止
ま
ら
な
い
少
子
化

少子化対策は最大の経済対策

障がい者雇用の促進を

問答

問

凛
りんゆうかい

悠会
舞
ま い た

田 重
しげはる

治 議員

答 問

答

答

問

問

問

答

問答

ご
み
行
政

日
にほんきょうさんとう

本共産党
大
おおさこ

迫 みどり議員

問 ◆
豆
辞
典

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら

立
りっけんみんしゅとう

憲民主党
竹
たけうち

内 龍
りゅういちろう

一 郎 議員

答問

答 問

畜
産
振
興

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
、
売
り
手
が
買
い
手
に
対

し
て
、
正
確
な
適
用
税
率
や
消
費
税
額
を
伝
え
る

た
め
の
書
類
を
発
行
す
る
制
度
の
こ
と
。
来
年
10

月
か
ら
開
始
さ
れ
る
。

　

、

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら

◆
豆
辞
典

答

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら

◆
豆
辞
典

答

芋焼酎「すきはるか」も好評

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

ふ
れ
あ
い
収
集
と
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方

で
、
集
積
場
へ
の
ご
み
出
し
が
困
難
な
方
を
対
象

に
行
う
戸
別
収
集
の
こ
と
。

一   般   質     問

一   般   質     問
一   般   質     問

一   般   質     問
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物
価
高
騰
に
伴
う
コ
ス
ト
負

担
増
や
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
強

く
受
け
た
中
小
企
業
等
に
対
す
る

事
業
継
続
の
た
め
の
市
独
自
の
支

援
策
は
。

　
　

影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
特

に
夜
の
飲
食
店
は
大
変
厳
し
い
経

営
状
況
で
あ
る
。
市
で
は
、
第
２

弾
と
な
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

や
宿
泊
者
ク
ー
ポ
ン
券
発
行
事
業

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
状
況
を

把
握
し
、
的
確
な
経
済
対
策
が
打

て
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
し
て

い
く
。

　
　

外
出
自
粛
や
イ
ベ
ン
ト
等
の

中
止
、
観
光
交
流
の
急
激
な
減
少

に
よ
り
、
経
済
活
動
や
市
民
生
活

へ
の
影
響
が
見
ら
れ
る
が
、
地
元

生
産
者
や
事
業
者
を
応
援
し
、
地

域
を
元
気
に
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

展
開
の
考
え
は
。

　
　

秋
ま
つ
り
に
合
わ
せ
た
農
畜

産
ま
つ
り
を
開
催
し
、
本
市
農
畜

産
物
を
提
供
す
る
予
定
。
ま
た
、

都
市
部
で
の
小
林
産
宮
崎
牛
フ
ェ

ア
や
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
に
よ
る
農

畜
産
物
の
販
売
を
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
、
地
元
産
品
応
援
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
し
て
、
小
林
ま
ち
づ
く

り
株
式
会
社
に
お
い
て
地
元
で
確

保
さ
れ
る
商
品
を
セ
ッ
ト
に
し
て

販
売
し
て
い
る
。

市独自の経済支援策は
問答

自
じ み ん と う

民党きずなの会
かい

原
はら

 勝
かつのぶ

信 議員

一   般   質     問

答 問 地
元
応
援
消
費
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら

地域全体を元気にする催物開催を

（令和 4 年 9 月 2 日～ 9 月 29 日）令和４年第７回定例会　表決結果一覧
有
木  

将
吾

押
領
司 

剛

前
田 

隆
博

貴
嶋 

憲
太
郎

竹
内 

龍
一
郎

舞
田 

重
治

内
ノ
倉 

利
春

吉
藤 

洋
子

西
上 

隆

原 

勝
信

下
沖 

篤
史

鎌
田 

豊
数

森
田 

哲
朗

大
迫 

み
ど
り

髙
野 

良
文

時
任 

隆
一

坂
下 

春
則

溝
口 

誠
二

杉
元 

豊
人

報告案件
報告 7 専決処分した事件の報告 報告に対する質疑をもって終了

R3 決算
議案 64 一般会計歳入歳出決算の認定 認定 ○○○○○○○○○○○○－●○●○○○

議案 65 国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 66 物品購入特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 67 農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 68 西諸地域介護認定審査事業特別会計歳入歳出決算
の認定

認定 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 69 介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 70 後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ○○○○○○○○○○○○－●○●○○○

議案 71 西諸地区いじめ問題対策専門家委員会特別会計歳
入歳出決算の認定

認定 ○○○○○○○○○○○○－●○●○○○

議案 72 水道事業会計決算の認定 認定 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 73 下水道事業会計決算の認定 認定 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 74 病院事業会計決算の認定 認定 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

R4 補正予算
議案 76

一般会計補正予算（第７号）
原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案番号 議案名
表決
結果

有
木  

将
吾

押
領
司 

剛

前
田 

隆
博

貴
嶋 

憲
太
郎

竹
内 

龍
一
郎

舞
田 

重
治

内
ノ
倉 

利
春

吉
藤 

洋
子

西
上 

隆

原 

勝
信

下
沖 

篤
史

鎌
田 

豊
数

森
田 

哲
朗

大
迫 

み
ど
り

髙
野 

良
文

時
任 

隆
一

坂
下 

春
則

溝
口 

誠
二

杉
元 

豊
人

議案 77 国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 78 介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 79 後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－●○●○○○

議案 80 水道事業会計補正予算（第３号）
原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 81 下水道事業会計補正予算（第２号）
原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 82 病院事業会計補正予算（第２号）
原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 91 
【９月 12 日追加提案】

一般会計補正予算（第８号）
※農産園芸振興対策事業費に係るもの

原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 92 

【９月 29 日追加提案】
一般会計補正予算（第９号）
※地域経済緊急支援事業費に係るもの
※新型コロナウイルスワクチン接種事業費に係るもの

原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 93 【９月 29 日追加提案】
水道事業会計補正予算（第４号）

原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

条例関係
議案 83

職員の育児休業等に関する条例の一部改正
原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 84 特別会計条例の一部改正
原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 85 使用料の徴収に関する条例の一部改正
原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 86 公の施設に関する条例の一部改正
原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

その他
議案 75

下水道事業会計未処分利益剰余金の処分
原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 87 西諸地区いじめ問題対策専門家委員会共同設置規約の
変更

原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 88 市道路線の認定
原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 89 市道路線の廃止
原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

人事案件
議案 90

【９月 12 日採決】
功労市民の決定

・種子田　與市　（たねだ　よいち） 氏
同意 ○○欠○○○○○○○○○－○○○○○欠

諮問２・３

【９月 12 日採決】
人権擁護委員の候補者の推薦

・永井　良雄　（ながい　よしお）　氏
・牟田　昭三　（むた　しょうぞう）　氏

同意 ○○欠○○○○○○○○○－○○○○○欠

議案番号 議案名
表決
結果

「小林市議会の運営に関する基準」に基づき、提案された全議案に対して、各議員の表決態度（賛否）を公表しています。

掲載に当たっては、次のとおりです。

（○ : 賛成　● : 反対　欠：欠席　－ : 議長は表決には加わらないため）

議案第 64 号 令和３年度一般会計歳入歳出決算の認定について

賛成

　今回の決算では、コロナ対策として実施した「こばやしの人と

まちが輝く！元気と笑顔創出事業」において、多くの団体の活動

を支援し、まちの賑わいを創出する効果があったと考える。プレ

ミアム付商品券については、約７億円の経済効果があったとの報

告を受けた。また、地域防災センターが整備され、市民の安心・

安全の拠点としての活用が期待される。そのほか、健幸のまちづ

くり拠点施設整備については、持続可能な本市の拠点の象徴とな

るよう進めてもらいたい。    

                          　　　　こばやし令和の会　貴嶋　憲太郎

討論

反対

　令和３年度３月１日現在、本市の正規職員は約 440 人、会計

年度任用職員は約 380 人である。会計年度任用職員は、一般事

務はもとより、保育や給食調理などの業務を担っているが、給料

は正規職員の３分の１から半分程度で、任用期間は半年や１年の

期限付である。正規職員が会計年度任用職員に置き換えられ、待

遇格差・賃金格差が生じている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　日本共産党　時任　隆一

議案の内容は
こちらから

詳細は４～５ページ

詳細は２～３ページ

詳細は５ページ

詳細は５ページ
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Ｑ．一般質問 ( ※ ) をする

議員の順番はどのように決

めているのでしょうか？

「 ドキドキ ・ ・ ・

　　　　緊張するな～」

「さて・・・何番目かな？？」

■実際に使用しているくじ棒

※「一般質問」･･･議員が市政全般に関し、市長などに現状や方針な

どを質問して説明や見解を求めたり、議員自身の主張や政策提言を行

う場です。

Ａ．正解は「くじ引き」です。

定例会前の告示日に開催され

る会議の中で、くじを引いて

一般質問をする日と順番を決

定しています。

　

子
育
て
支
援
機
能
を
中
核
と
し
た
「
健
康
づ
く
り
」
と
「
に
ぎ
わ
い
創
出
」
機

能
を
備
え
た
「
子
育
て
健
康
プ
ラ
ザ

mマ

ー

ノ

a
n
o 

」
に
着
目
し
、
建
設
ま
で
の
具

体
的
な
取
組
内
容
や
、
市
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
の
取
組
の
一
つ
と

し
て
議
会
が
実
施
し
た
「
マ
マ
さ
ん
議
会
」
の
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
し
た
。

　

子
育
て
健
康
プ
ラ
ザ

mマ

ー

ノ

a
n
o

を
建
設
す
る
に
あ
た
り
、
市
民
参
画
の
も
と
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
多
く
の
子
育
て
世
代
の
意
見
を
取
り
入
れ
て

い
た
。
ま
た
、
可
児
市
議
会
に
お
い
て
も
、
子
育
て
世
代
の
意
見
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
や
市
内
高
校
生
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
マ
マ

さ
ん
議
会
を
開
催
し
て
い
た
。　

  

当
施
設
は
、「
子
育
て
支
援
機
能
」
を
中
核
と
し
た
「
広
場
（
に
ぎ
わ
い
創
出
）
」

機
能
に
特
化
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
施
設
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
立
地
が
駅
前
で
あ
り
、

高
校
生
や
小
学
生
の
利
用
が
多
か
っ
た
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
人
の
流
れ
や
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、

立
地
条
件
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
、
い
か
に
複
合
化
に
よ
る
機
能
の
相
乗
効
果
を

図
っ
て
い
く
の
か
が
重
要
と
な
る
。

❶　
視
察
の
目
的

❷　
市
政
に
ど
う
活
か
せ
る
か

○
岐ぎ

ふ

け

ん

か

に

し

阜
県
可
児
市　
「
子
育
て
健
康
プ
ラ
ザ
mマ

ー

ノ

a
n
o 

」

＼令和４年 5 月２７日開催しました／

小林市社会福祉法人連絡会と
市民厚生委員会との分野別意見交換

　地域社会を取り巻く環境の変化により、住民の抱える福祉

ニーズは多様化・複雑化しています。その一方で、保育や介

護の担い手の確保が難しくなり、慢性的な人材不足になって

きていることから、行政との連携や社会福祉基盤の整備を図

るための必要な政策について、調査・研究を行いました。

　意見交換会を通して、以下の３点について引き続き調査す

ることとしました。

（１）専門職育成のための支度金制度の構築について

（２）福祉人材バンクの設立について

（３）外国人の福祉人材について

　本市では、小林総合運動公園内に体育館機能・健康づくり機能・子育て

支援機能・避難所機能を備えた「健幸のまちづくり拠点施設（複合型総合

体育施設）」の建設の方針を令和３年 8 月に発表しています。

　３常任委員会では、それぞれの所管分野において調査・研究を行いまし

たので、その一部を掲載します。

mano 施設内の様子

○
都
城
市　
早は
や
み
ず水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

○
日
南
市　
北
郷
体
育
館
（
さ
く
ら
ア
リ
ー
ナ
）

❶　
視
察
の
目
的

　

市
民
が
施
設
を
有
効
活
用
し
て
い
く
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
機
能
が
必
要
な
の
か
、
財
源
確

保
と
同
時
に
総
事
業
費
を
抑
え
る
方
法
や
市
民

の
利
便
性
等
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
、
必
要
な

設
備
や
適
切
な
配
置
に
つ
い
て
議
会
で
も
議
論

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
施
設
が
で
き
た
後
の
運
用
の
仕
方
、

ス
ポ
ー
ツ
で
利
用
す
る
際
の
選
手
と
観
客
の
動

線
、
避
難
所
と
し
て
利
用
す
る
際
の
感
染
症
対

策
に
配
慮
し
た
動
線
の
確
保
な
ど
、
利
用
す
る

場
面
ご
と
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
検
討
も
必
要
で
あ

る
。

❷　
市
政
に
ど
う
活
か
せ
る
か

　

本
市
で
は
「
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針
」
に
お
い
て
、
「
歩
き
た

く
な
る
、
出
か
け
た
く
な
る
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
施
策

に
掲
げ
て
い
る
が
、
健
康
づ
く
り
の
機
能
を
備
え
る
新
別
館
や
市
民
体
育

館
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
誰
も
が
い
つ
で
も
気
軽
に
訪
れ
、
健
康
づ

く
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
整
備
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の
現
状
と
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
を
踏
ま
え
、
現
在
、

整
備
を
進
め
て
い
る
複
合
型
体
育
施
設
に
つ
い
て
、
県
内
施
設
の
状
況
を

参
考
に
、
今
後
の
課
題
や
問
題
点
、
考
慮
す
べ
き
事
項
な
ど
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

  

mini

ミニ

委員会行政視察

○
熊
本
県
益
城
町　
益
城
町
総
合
体
育
館

○
福
岡
県
福
岡
市　
福
岡
市
立
早さ
わ
ら良
体
育
館

　

益
城
町
総
合
体
育
館
は
、
熊
本
地
震
後
に
再
建
さ
れ
た
体
育
館
で
あ
り
、

天
井
板
を
な
く
し
た
り
、
イ
ス
や
ロ
ッ
カ
ー
を
占
有
で
き
な
い
よ
う
に
す

る
な
ど
、
震
災
時
の
教
訓
を
生
か
し
た
施
設
と
な
っ
て
い
た
。

❶　
視
察
の
目
的

❷　
市
政
に
ど
う
活
か
せ
る
か

　

現
在
、
体
育
館
機
能
を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く
り
・
子
育
て
支
援
・
避

難
所
機
能
を
備
え
た
複
合
型
体
育
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
体
育
館
機
能
に
加
え
、
建
設
後
の
効
果
的
・
効
率
的
な
管
理
運

営
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

益城町総合体育館の武道場

　

ま
た
、
施
設
の
利
用
方
針
が
明
確
化
さ
れ

て
お
り
、
メ
イ
ン
と
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
の
使
い

分
け
や
災
害
時
対
応
、
動
線
な
ど
、
参
考
に

す
べ
き
で
あ
る
。

　

益
城
町
は
、
総
合
運
動
公
園
と
町
内
５
つ

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
一
括
で
指
定
管
理
し
、
経

費
が
安
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
多
目
的
複
合

施
設
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
た
め
、
運
動
公

園
全
体
を
み
な
が
ら
、
本
市
で
も
一
括
し
た

指
定
管
理
制
度
の
導
入
も
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

早
良
体
育
館
は
、
市
全
体
の
予
約
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
て
予
約
を
行
っ
て
お
り
、
本
市

に
お
い
て
も
予
約
方
法
の
簡
素
・
簡
略
化
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

北郷体育館（さくらアリーナ） 早水公園体育文化センター

益城町総合体育館の天井

小林市社会福祉法人連絡会の皆さま

※

※
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
空
間
を
用
途
に
わ
け
て
配
置
す
る
こ
と
。



「はなみずき」の読者モニターに
なりませんか？

活動内容
①「はなみずき」の編集に対する意見や提案の提出

②「はなみずき」の編集に関する意見交換会への出席

　　（年１回以上を予定）

③「はなみずき」に関するアンケートや調査への回答

募集締切
令和 4 年 12 月２日（金）必着

人数と期間
募集人数　１０人以内

任期　　　令和５年１月～令和６年 12 月（２年間）

資格　　　①「はなみずき」の編集に関心があること

　　　　　②中学生以上

　　　　　③市内居住の方、市内で働いている方、市内で学んで

　　　　　いる学生

　　　　　④議員や常勤の公務員ではないこと

謝礼　　　意見交換を行った場合には予算の範囲内で謝礼を支給

　　　　　意見提出の際の郵便代などは議会が負担いたします

応募方法
　次ページのハガキに、①住所　②氏名　③連絡可能な電話番号

を記入のうえ、議会事務局あてに郵送でご応募ください。

※応募された方には、「はなみずき」に関するアンケート等をお送り

します。その後、要綱に基づき選考します。

【募 集】

142022/9 はなみずきはなみずき№ 6315

～
剣け

ん

ぶ舞
一い
ち

の
谷た
に

（
須す

き木
麓
ふ
も
と

区
）
～

語
り
継
ぐ
小
林
の
歴
史
（
郷
土
芸
能
編
）

シ
リ
ー
ズ 
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踊
り
手
は
、
直な
お
ざ
ね実
役
と
敦あ
つ
も
り盛
役
に
分
か
れ
、
大
刀
、

扇せ
ん
す子
を
持
っ
て
太
鼓
や
拍ひ
ょ
う
し
ぎ

子
木
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま

す
。
唄
と
唄
の
合
間
に
口
上
が
入
り
、
直な
お
ざ
ね実

と
敦あ
つ
も
り盛

の
セ
リ
フ
が
交
わ
さ
れ
ま
す
。
直な
お
ざ
ね実
は
我
が
子
と
同

じ
年
頃
の
敦あ
つ
も
り盛
を
哀
れ
に
思
い
逃
が
そ
う
と
し
ま
す

が
、
迫
り
来
る
味
方
の
軍
勢
を
見
て
自
分
が
せ
ず
と

も
別
の
源
氏
に
討
た
れ
る
と
悟
り
、
ま
た
敦あ
つ
も
り盛
も
自

分
の
首
を
取
っ
て
手
柄
に
せ
よ
と
促
す
の
で
、
泣
く

泣
く
敦あ
つ
も
り盛

の
首
を
取
り
ま
す
。
敦あ
つ
も
り盛

の
死
後
、
笛
を

見
つ
け
た
直な
お
ざ
ね実
は
、
彼
が
優
雅
で
教
養
の
高
い
平
氏

だ
っ
た
こ
と
を
知
る
と
い
う
お
話
で
「
平
家
物
語
」

の
中
で
も
名
場
面
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
や
コ
ロ
ナ
禍
で
、
伝
統
芸
能
の
継
承
が
大

変
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
郷
土
の
貴
重
な
財

産
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
バ
ス
ツ
ア
ー
で
心

に
残
っ
た
こ
と
は
、
市
議
会
で

す
。
小
林
市
の
た
め
の
こ
と
に

つ
い
て
話
を
し
て
、
そ
こ
で
決

定
す
る
と
学
び
ま
し
た
。
学
校

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
あ
る
の
も
こ

の
市
議
会
で
決
定
し
た
と
き
い

て
、
み
ぢ
か
な
こ
と
も
こ
こ
で

話
し
合
っ
て
決
定
し
て
い
る
ん

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
８
月
８
日
、
公
益
社
団
法
人 

小
林
法

人
会 
青
年
部
会
主
催
の
「
租
税
教
室
バ
ス
ツ
ア
ー
」

に
参
加
し
た
夏
休
み
真
っ
最
中
の
市
内
小
・
中
学
生

約
20
人
が
小
林
市
議
会
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　

議
会
事
務
局
の
職
員
か
ら
、
税
金
の
使
い
道
が
ど

の
よ
う
に
決
ま
る
の
か
、
ま
た
議
会
で
話
し
合
わ
れ

た
こ
と
が
自
分
た
ち
の
生
活
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
く
る
の
か
と
い
っ
た
説
明
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

は
真
剣
な
表
情
で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
議
場
体
験
で
は
、
普
段
は
議
員
が
座
る

椅
子
に
腰
掛
け
、
や
や
緊
張
の
面
持
ち
で
マ
イ
ク
を

使
っ
て
自
己
紹
介
。
議
場
モ
ニ
タ
ー
に
映
る
友
だ
ち

の
姿
に
場
も
和
み
、
最
後
は
賑
や
か
に
写
真
撮
影
で

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

議  会  見   学

表紙のひとコマ

　創部２年目にして、今年７月に出場した全国高校総体

（インターハイ）では、個人 80 ㎏級で２位、100 ㎏級

で５位と目覚ましい活躍を見せてくれました。10 月に

は、国民体育大会にも出場を果たしました。

　現在、部員は２年生の３人のみ。

　３人は、「小林市のみなさんに応援していただけるよう、

さらに精進してまいります。」と意気込みを語ってくれま

した。

取材・編集：前田委員／下沖委員

○議会への提言・疑問・質問などお寄せください。

○今回の「はなみずき」で関心のある記事や感想が

あればお書きください。また、もっと読みたくなる

ような「アイデア」があればお寄せください。

議会だより「はなみずき」
　　　　　読者モニターに応募します。

住所

氏名

連絡可能な
電話番号

　

大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
で
も
描
か
れ
た
源
平
合
戦
「
一
の
谷
の
戦
い
」。

須
木
の
麓
ふ
も
と

地
区
に
伝
わ
る
郷
土
芸
能
「
剣け
ん
ぶ舞
一い
ち
の
た
に

の
谷
」
は
、源
み
な
も
と
の
よ
り
と
も

頼
朝
の
御ご
け
に
ん

家
人
で
あ
っ

た
有
名
武
将
・
熊く
ま
が
い谷
次じ
ろ
う郎
直な
お

実ざ
ね

が
、
須す

ま磨
の
浦
（
現
在
の
神
戸
市
）
で
平
家
の
若
武
者
・

平た
い
ら
の
あ
つ
も
り

敦
盛
を
討
ち
取
る
場
面
を
表
現
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
剣
舞
は
、
昭
和
初
期
に
西
米
良
か
ら
田た
し
ろ
ば
え

代
八
重
の
若
者
に
伝
え
ら
れ
て
祭
り
な

ど
で
披
露
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
田た
し
ろ
ば
え

代
八
重
小
学
校
の
廃
校
を
機
に
麓
地
区
に
移
住
し

た
住
民
の
手
で
伝
承
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

　
　
　
　
　

                                     

（
参
考
文
献
：
須
木
村
史
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
材
・
編
集
：
押
領
司 

剛
／
杉
元 

豊
人

背景幕には、直
なおざね

実が敦
あつもり

盛を討つ瞬間と源
みなもとのよしつね

義 経の奇襲攻撃
「鵯

ひよどりごえ

越の逆
さかおとし

落」が描かれている。

↑「剣舞一の谷」
の動画をご覧にな
れます。

富
とみなが

永 陸
り く と

人 君下
し も だ

田 大
た い き

樹 君 下
し も だ

田 航
こ う き

樹 君

小林西高校 相撲部

麓区は、すきむらんどを中心とした観光
スポットの入口に位置しています。
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小

林
市
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　イチオシ !!

議員の

編  

集  

後  

記

　

広
報
広
聴
委
員
会
は
、
議
会
の
常
任
委
員
会

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動
の
主
な
内
容

は
「
は
な
み
ず
き
」
の
作
成
、
編
集
作
業
、
市

民
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
、
常
に
市
民
と
議
会

の
一
体
化
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
は
な
み
ず
き
」
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
読

者
モ
ニ
タ
ー
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
参
考
に
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
読
い
た
だ
け
る
よ
う
作
成

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
元　

豊
人

「ミニ助
す け

っ人
と

隊
た い

」参上 !!

◎突発的な事情等により変更となる場合があります。

日 月 火 水 木 金 土

11/25

開会日

26

27 28

一般質問

29

一般質問

30

一般質問

12/ １

一般質問

２ ３

４ ５

議案質疑

６

委員会

７

委員会
予備日

８ ９

予算審査

特別委員会

10

11 12 13

最終日

次の１２月定例会は

料金受取人払

小林局承認 8 8 6 8 7 9 0
郵 便 は が き

差 出 有 効 期 間
令和5年7 月 24日まで

（切手を貼らずにお出しください）

ご氏名
ふりがな

※「はなみずき」に掲載させていただく場合に、イニシャルやペンネームをご希望される場合は
ご記入ください。

ご住所

お電話 (　　　)－(　　　)－(　　　)

  小 林 市 細 野 300 番 地

　

（受取人）

切り取ってお出しください

行広報広聴委員会

小林市役所 議会事務局　

（はなみずき№ 63　2022. ９月議会号）

  差 出 有 効 期 間
令和 5 年 7 月 24 日まで

（切手を貼らずにお出しください）
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　庭の草刈りや庭木の剪定などが困難な一人暮らしの高齢者等

を支援するため、南西二区の区長中村祐一さんが有志を募
つの

り、

令和２年４月、　　　　　　　　　を立ち上げました。

　当初は無料で奉仕活動をしていましたが、利用者がお礼を　

　　　　　 ( たくさん ) くださるので、お互い気兼ねなく利用

や支援ができるよう料金を設定して、有償ボランティアに変更

しました。料金は、1 人の作業員が 1 時間程度の作業につき

６００円で利用できます。

ミニ助っ人隊

どっさい

　各地域でも高齢化率が高まっている状況で、こ

のような活動は地域住民にとって大変心強い事業

であると思います。

　日頃からコミュニケーションを図り、顔見知り

で安心して頼れることが持続可能な地域づくりの

原点であると感じます。

南西二区

お問合わせ　南西二区 ミニ助っ人隊
                  ℡ 080 － 5208 － 4177（中村 区長）


